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　レジオネラ属菌は好気性のグラム陰性桿菌で，アメー

バやテトラヒメナなどの原生動物の食胞内に寄生し増殖

することが知られている。レジオネラ属菌の宿主アメー

バ はHartmanella，Naegleria，Acanthamoeba，Vannella な
どで１），これらのアメーバは環境によって栄養体・シス

ト（嚢子）のように形態を変化させる。シストは乾燥や

熱，薬剤に強く，乾燥状態で１年以上生存することや高

濃度の塩素に耐性であること２）から，アメーバにレジオ

ネラ属菌が寄生した場合，レジオネラ属菌が死滅する環

境でもシスト化したアメーバ内でレジオネラが生存し続

ける可能性がある。そこでレジオネラ属菌汚染防止には，

アメーバを除去することが必須であり，その前段階とし

てレジオネラ属菌とアメーバの関連を知ることが重要と

考えられる。今回，レジオネラ属菌生息実態調査事業に

おいて温泉水とぬめりから検出したレジオネラ属菌とア

メーバの関連性について調査し，若干の知見が得られた

ので報告する。
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　レジオネラ属菌生息実態調査を実施した温泉施設・旅

館の２１施設を対象として，平成１３年５月から平成１４年１２

月までに採取した温泉水（注湯口・浴槽）１４９件および

浴槽周辺のぬめり７２件を検査材料とした。また，検査項

目はレジオネラ属菌，アメーバの検出の他に採水時に残

留塩素濃度の測定を実施した。
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　レジオネラ属菌の分離・同定およびアメーバの分離は

昨年と同様に「新版レジオネラ症防止指針」に基づき実

施した３）。アメーバの分離方法を図１に示した。アメー

バの分離に使用した大腸菌塗抹培地は大腸菌を予め６０℃

で不活化し，無栄養寒天培地に塗布して作製した。温泉

水については，原水または５０倍濃縮した１mLを， ぬめ

りについては原液または１０倍希釈した１mLを大腸菌塗

抹培地に塗布後３０℃で１～５日培養し，プラーク形成が

認められた場合をアメーバ陽性とした。検出された一部

のアメーバを微分干渉顕微鏡下（２００～４００倍）でシスト・

仮足・べん毛等の形態観察を行ない，属名の決定をした。
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　温泉施設・旅館の温泉水と浴槽周辺のぬめりを対象にレジオネラ属菌とアメーバの検査を実施したところ，双方と

も高率に検出され，特に浴槽水からは宿主アメーバが優勢に確認された。また，アメーバが確認された温泉水や浴槽

周辺のぬめりからは６０％以上レジオネラ属菌が検出されたことから，レジオネラ属菌とアメーバが深く関与している

ことが明らかとなった。
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　レジオネラ属菌とアメーバの検出状況を図２及び図３

に示した。レジオネラ属菌は温泉水から１４９件中６１件

（４０．９％），ぬめりからは７２件中２９件（４０．２％）と同程度，

検出された。一方，アメーバは温泉水から１４９件中５１件

（３４．２％）であったのに対し，ぬめりからは７２件中３６件

（５０．０％）と半数からアメーバが確認されるなどレジオ

ネラ属菌と同様にアメーバは高率に確認された。
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　温泉水及びぬめりにおけるアメーバ生息の有無とレジ

オネラ属菌の検出状況を比較した（図４，５）。温泉水か

らレジオネラ属菌は，アメーバが確認された５１件中３６件

（７０．６％）から検出されたのに対し，アメーバが確認出

来なかった温泉水からは９８件中２５件（２５．５％）にとどま

り，アメーバが生息する浴槽からは高率にレジオネラ属

菌が検出された。

　また，同様にぬめりでのレジオネラ属菌は，アメーバ

が確認された場合，３６件中２３件（６３．９％），確認されなかっ

た場合，３６件中６件（１６．７％）であった。
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　確認された一部のアメーバの種類及びレジオネラ属菌，

残留塩素濃度を表１に示した。

　同定したアメーバはレジオネラ属菌の宿主となる

Naegleria，Acanthamoeba，Hartmanella と，温水環境中に
広く生息するPlatyamoeba であった。また，残留塩素濃度
とアメーバの種類を比較すると，０．１mg/L未満の浴槽水



ではレジオネラ属菌の菌数やアメーバの種類，検出数に

差はみられなかったが，残留塩素濃度が０．２mg/L以上で

宿主アメーバであるAcanthamoeba が１件検出された。
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　平成１１年４月に施行された「感染症の予防及び感染症

の患者に対する医療に関する法律（感染症法）」でレジ

オネラ症は全数届出対象疾患の４類感染症となった。施

行前の昭和４５年から平成４年（１９７９～１９９２）までの１４年

間の患者数が８６例に対し４），感染症法施行から平成１４年

１２月（２００２）までの患者数は４６５例と増えている５）。

　また近年，温泉・公衆浴場を感染源としたレジオネラ

症の集団感染例が相次いで報告され，平成１４年宮崎県で

は循環式入浴施設を感染源とする患者２９５名（うち７名死

亡）に達する事例報告もあり，社会的関心が一層高くなっ

ている。現在まで宮城県内での集団発生は報告されてい

ないが，　感染源不明のレジオネラ症による１例の死亡

が報告されていることから６），レジオネラ症に対する防

止対策は急務といえる。

　今回，レジオネラ属菌がアメーバ食胞内で大量に増殖

するという報告７）から温泉水とぬめりからのアメーバの

生息状況調査を実施したところ，４０～５０％にアメーバの

生息を確認した。更にアメーバが確認された温泉水・ぬ

めりからのレジオネラ属菌検出率は約６０％に達し，ア

メーバが確認されなかった両者からのレジオネラ属菌の

検出率は２０％程度と大きな差が認められた。また，確認

されたアメーバ種はレジオネラ属菌の宿主とされる種が

優勢に同定さていることより，温泉施設内でのレジオネ

ラ属菌の増殖や生存には，アメーバが重要な関与をして

いることが明らかになった。 

　一方，　アメーバに感染したレジオネラ属菌は，高濃度

の遊離塩素でシスト化したアメーバの体内で休止状態と

なり，塩素濃度を低下させることによって再び活動をす

るという実験報告２）があり，今回の調査で残留塩素濃度

０．２mg/Lの温泉水にもAcanthoamoeba が生息していたこ
とから，塩素濃度を保持することのみでレジオネラ属菌

の汚染を完全に防止すること不可能である。

　以上の成績から温泉施設等におけるレジオネラ属菌の

汚染防止には，　温泉水あるいはぬめりに含まれるア

メーバの除去が重要であると考えられる。
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�　温泉水・ぬめりからレジオネラ属菌とアメーバが高

率に検出された。

�　レジオネラ属菌の増殖には，アメーバが関与してい

ることが確認された。

�　温泉水からは宿主アメーバであるNaegleria，Acanthamoeba，
Hartmanella が検出された。
�　レジオネラ属菌の汚染防止には，　温泉水あるいは

ぬめりに含まれるアメーバの除去が必要であることが

考えられた。
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　本調査を実施するにあたり生活衛生課環境衛生班，大

崎保健所環境公害班，仙南保健所環境公害班の担当職員

の方々に多大なるご協力を賜り深く感謝します。
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レジオネラ属菌
（CFU／１００mL）

検出数アメーバの種類
残留塩素濃度
（mg／Ｌ）

５０～　４３０４Hartmanella

０．１未満
　０～　３９０４Acanthamoeba

　０～１，２６０７Naegleria

２０～　１６０４Platyamoeba

０　　　１Acanthamoeba０．１～０．２未満

０　　　１Acanthamoeba０．２以上


